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No.36 March /2019
       

公益財団法人 国民工業振興会

専務理事   井原直明                       

                

     

新任専務理事あいさつ

専務理事の井原でございます。

2018 年 6 月に前専務理事の吉武進也氏のご勇退に伴い、評議員会のご承認を得て就任致

しました。これまで当財団には 2004 年 3 月より事務局長として携わってまいりましたので

財団の内容・現状は十分に理解しておるつもりでございます。それを踏まえ、今後当財団

の更なる発展のため、大変微力ではございますが邁進する決意でございます。引続きご指

導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。
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(1)溶接技術講演編(1-1)

公益財団法人溶接接合工学振興会講演会

         ～システム工学の動向～

        公益財団法人 溶接接合工学振興会

                （平成 30 年度 総会：特別講演：懇親会）

       日時 ：平成 30.5.9(水）15:00～19:00  

    場所 ：授与式・受賞者ﾌﾟﾚｾﾞﾝ・特別講演

3 階 おおとりの間   

              :懇親 3 階 レストラン

       共催 ：公益財団法人国民工業振興会

       講演 ：一般社団法人溶接学会、

一般社団法人日本溶接協会

           公益社団法人日本技術士会

(司会)

  公益財団法人溶接接合工学振興会 常務理事 南二三吉氏(講演会・懇親会)

  

1.開会挨拶 公益財団法人溶接接合工学振興会 理事長    野本敏治氏

       理事長 野本敏治氏    司会 南常務理事

2．木原賞・金澤賞 選考経過説明・授与式

  

木原賞 野本敏治氏   金澤賞 宮田隆司氏
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2.木原賞･金澤賞 選考経過説明・授与式

        平成 29 年度 木原賞・金澤賞受賞者・受賞業績

賞名 受賞者氏名

(所属会社)
         受賞業績

木原賞

仲村 晋一郎氏

(東芝ｴﾈﾙｷﾞｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社)
現地火力配管向け狭開先自動溶接システム

名古 秀徳氏

(株式会社神戸製鋼所)
組織制御による溶接金属の靭性、クリープ

特性の改善

金澤賞

萱森 陽一氏

(新日鐵住金株式会社）

鋼材および溶接構造物の耐破壊信頼性向上

技術の開発および実用化

伊木 聡氏

(JFE スチール株式会社 )
溶接構造物の破壊安全性解析技術の研究開

発と高性能鋼材の実用化推進

       

   木原賞受賞者 2 名      金澤賞受賞者 2 名

     (左から；名古氏、仲村氏)  (左から；萱森氏、伊木氏)
受賞者写真

3.特別講演 システム工学の動向

東京大学大学院 教授 青山 和浩 氏

青山教授は、東京大学大学院工学系研究科船舶工学専攻修

士課程を 1989 年にご卒業後、三菱重工業(株)に 1 年間勤務され、

その後、大学に戻られて、2008 年から東京大学教授を努められ、

船舶工学、設計工学・システム工学、Systems Engineering をご

専門とされており、1999 年以降、技術経営戦略学専攻も兼担し

ておられる。システム創生学としては、サービス・デザイン、ビ

ジネスプロセスモデリング、モヂュール設計、製品ファミリー設

計、システムアーキテクチャーのデザイン、造船工場の見える化
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システム等に関する研究をされている。

現在の研究は、1987 年の修士論文の研究がベースになっており、ご出身の船舶工学科は

英語ではネーバルアーキテクトと言い、実は、アーキテクトとシステムとは近い意味合い

がある。修士論文で造船設計システムを作った 10 年ほど後で、この造船のシステムを一般

的なシステムに持ち上げようとしたときに、丁度、宇宙開発事業団からの要請があり人工

衛星設計システムに適用することを行っている。現在は講座名称が新しいシステムを作り

出すシステム創生学科に変わって、大規模な複雑なシステムをどのように設計して計画す

るかについて研究と教育をしている。本学科では、ハードウエアだけでなくサービスの設

計、いわゆるコトの設計と言われる設計についても行っている。

現在は、計算機の中に情報、大規模なシステムの情報を表現する方法、それを分析する

方法を研究している。システム工学一般を勉強しているのではなく、それを生産に転用し

たり、システムデザイン、マネジメントにシステム工学を活用すること、これまでのやり

方をどのように変えていくことができるかを研究の主題としている。具体的には、計算機

の中のシステムの表現、デザイン方法、分析方法、システム構築方法の研究を実施しなが

ら、具体的な例として、車のモヂュール設計、組織のデザインを行っている。製品開発に

おける上流(企画構想概念設計)の世界を如何にデザインしていくかが現在の研究の主たる

課題である。

システムデザインとかマネジメントで重要なのは、上流部分(企画構想段階のシステム)
のライフサイクルを確定する部分で、この上流の世

界を如何にデザインをしていくかがホットな話題

である。構想段階のシステムの意義・価値を最初に

決めること、システムの上流の設計をどのように決

めることが重要で、製造部門、工場のモニタリング

等の研究も実施しておられるが、本日の講演では、

それ以外の部分、すなはち、システムの上流の設計、

サイバーデジタルの世界を教授がどのように考え

ておられるかについて解説された。

1) システム工学が必要とされる背景 全てが複雑化、コトとモノを設計すること自体が

複雑である。システムズオブシステムズ、多数のシステムが互いに関連して成り立ってい

るといるシステムをどのように組み合わせて望ましいアウトプットを出していくかが重要

で、新しいシステムズエンジニアリング、設計・プロセスが複雑になる、この複雑の連鎖

が重要な課題になっている。

システムズエンジニアリングは、このような要素の集合体で、要素自体が、システムが絡

む、システムズエンジニアリングと言われる。システムをデザインしたり、目的に応じて、

変わる、ある問題を認識すると、強化が変わる、システムの思考で対象をとらえるときは、

全体、境界を設定する、境界を設定することで、要素が判る、要素が判ることでわかる。
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複雑化するシステムでもい重要である。部分的な

システムシンキングが、日ステムの要素と要素の関係を整理して、日ステム思考で、問題

を解決していこうとする桃で、今ホットな話題である。

2) 新しいシステム工学；Systems Egineering への期待

Ｖモデルによる問題解決プロセスの考え方

システム工学のアプローチの方法

システム創生、新しいシステムを作り出す、ものことを分析して新しい知識を獲得する

能力、

自転車を寸咳すると

新しいシステム工学に関して、システムズエンジニアリングハンドブックが出版されて

いるとの紹介ｇあった。

システムズ園ギニアリングハンドブックをっ紹介された。要求分析フェーズ、どのよう

に実行しｔが良いかが来浅井されている。

3) システムデザインとアーキテクチャー

システムのアーキテクチャーは、設計では、

4) システムの構造化手法最もこだわっているもの

システムの構造化手法、分析手法の定番として、

ISM 法()、
Dematel 法(成長の限界の分析手法で、)について解説された。

DSM(東芝の社内標準)
MDM（）  

5) 話題提供; 研究で取り組んだ課題、システムの構造化手法の活用

―設計プロセスをどのようにマネジメン

・製品システムン開発における設計プロセスの導出支援

―複雑化するシステムにおける設計と組織のマネジメント

  ・製品情報や組織情報等を有効活用し、良い設計開発プロセスの計画や組織マネジメ

ントに必要な情報提供を実現する方法を議論する

―製品アーキテクチャーと製品ファミリー設計、製品モヂュール設計

―システムデザインと MBD/MBSE
  ・OPM と Modelica を利用するクルーレス・オーラ―ボート・プロジェクトを例とし

たシステムデザインの試み

講演後、聴講者からの感想等ば述べられた。
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                  講演聴講者の皆様
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4.公益財団法人溶接接合工学振興会理事会

13:30 から、総会・講演会に先立って、相生の間で、理事会が開催された。

    

              理事会開催状況

       野本理事長     吉武専務理事

5.懇親会

司会       大阪大学大学院教授        

                   溶接学会会長・大阪大学接合科学研究所所長

公益財団法人 溶接接合工学振興会常務理事      南二三吉氏
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(1) はじめのことば

一般社団法人日本溶接協会会長

東京大学大学院工学系研究科 システム創生学専攻 粟飯原周二氏      

  
        南 阪大教授     日本溶接協会会長

      2)木原賞・金澤賞受賞者の上司の挨拶

                      木原賞受賞者

仲村晋一氏(東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株))
(上司) 大槻 政彦氏

名古 秀徳氏（(株)神戸製鋼所）

(上司) 畑野等氏

                    金澤賞受賞者

萱森陽一氏(新日鐡住金(株))
(上司) 高橋学氏

伊木聡氏（(株)東芝)
（上司）大井健次氏
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(3)乾杯  東芝エネルギーシステム株式会社

    次世代エネルギー事業開発   橘川敬介氏

      

         乾杯の音頭 橘川様

          懇親会参加の皆様
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(4)中締  

   

東京大学大学院教授  青山和浩氏   
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(1)溶接技術講演編(1-2)

平成 29 年度 公益財団法人溶接接合工学振興会 第 29 回セミナー

       ～水素社会を支える溶接・接合技術～

      日時 平成 30 年 12 月 12 日(水)
             場所 溶接会館 2F ホール

      主催  公益財団法人 溶接接合工学振興会

      共催 公益財団法人 国民工業振興会

        後援 一般社団法人溶接学会、一般社団法人日本溶接協会

         公益社団法人日本技術士会

開会挨拶 東京大学名誉教授                   野本敏治氏

司会   大阪大学 接合科学研究所長                      南二三吉氏

第 29 回セミナー開催趣旨

（公財）溶接接合工学振興会 評議員

      新日鐵住金(株) 鉄鋼研究所 接合研究部長              平田弘征氏



13



14

講演 1 水素インフラの現状と将来の展望

                石油エネルギー技術センター  小林 拡氏
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講演 2 高圧水素用鉄鋼材料とその溶接部特性

              新日鐵住金株式会社・鉄鋼研究所 大村朋彦氏
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講演 3 水素ステーション建設に於け溶接・接合技術

     岩谷産業株式会社 技術エンジニアリング本部  

              水素設備部 水素ステーション建設本部 山根昌也氏
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2 一般講演編(2-1)

               公益財団法人 国民工業振興会 講演会

         「みんなで使おう中小企業施策」

～ものづくり補助金・サポイン・SBIR やその他予算に関して～

      主催 公益財団法人 国民工業振興会

     共催 公益財団法人 溶接接合工学振興会

          日刊工業新聞社

      後援  東京商工会議所 本部・品川支部・大田支部

          公益社団法人 日本技術士会

   

   日時 平成 31 年 3 月 12 日(火) 14 時 00 分~16 時 00 分

   場所 品川区立総合区民会館「きゅりあん」7 階イベントホール AB

１．挨拶  (公益財団法人)国民工業振興会・東京商工会議所 特別顧問(元副会長)
      愛知産業株式会社代表取締役会長・東京産業人クラブ顧問

                            井上 裕之氏

２．講演                中小企業庁 経営支援部

                    技術・経営革新課長  師田晃彦氏

                              

講演では、日本社会の構造変化「日本の少子高齢化・

生産年齢人口の減少」の現状を解説され、更に、「経営

者の高齢化」、「人手不足」、「人口減少による弱い内需と

過疎化」について解説された後、これらに対応する中小

企業庁の各種施策について、多くの活用事例と共に詳細

に解説された。

これらの３つの構造変化に対応するため、次項

記載の各種施策、

(1)事業承継・再編・統合による新陳代謝の

促進

(2)すそ野の広い生産性の底上げ

(3)地域の稼ぐ力の強化、海外需要の獲得

への重点的な取り組みについて、詳細に解説

された。

講演では、ニーズに応じた支援メニューとし

て、下記の重点施策内容について、資料により
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詳細に解説された。講演で採り上げられた各重点施策及び内容を下記に記載する。

重点施策 1. 事業承継・再編・統合等による新陳代謝の促進

      事業承継(事業承継税制の成果(1)(2))
             事業承継(個人事業者の事業承継税制の抜本拡充)
       施策 1-1 個人事業者の事業承継税制

              施策 1-2 事業承継補助金 (事業承継補助金活用事例)
       施策 1-3 中小企業の M&A に関する全国大会のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築

重点施策 2 生産性向上支援

施策 2-1 設備投資支援（ものづくり・商業・サービス補助金）(ものづくり

補助金活用事例)
        設備投資支援(ものづくり・商業・サービス補助金)（平成 31 年度

当初予算分）(想定される取組例)
       施策 2-2 IT ツール導入支援(宿泊業・製造業での IT 補助金活用事例)
       施策 2-3 小規模事業者の販路開拓支援(持続化補助金活用事例)
       施策 2-4 固定資産税ゼロ措置(これまでの成果)
       施策 2-5 税制による支援

           1)中小企業経営強化支援

           2)中小企業投資促進税制

                      3)商業・サービス業・農林水産業活性化税制

重点施策 3 新事業促進・海外展開

       施策 3-1 研究開発支援(サポイン)（採択事例・サポイン問合せ先）

       施策 3- 2 研究開発支援(サービスモデル開発)(サービスモデル開発採択事例)
       施策 3-3 研究開発支援(税制支援)
       施策 3-4 中小企業技術革新制度(SBIR)(SBIR による特定補助金の推移)
              施策 3-5 新事業促進・海外展開(新商品開拓・海外展開支援事例)
           国内・海外販路開拓強化支援事業(新規)
           1.地域産業資源活用・農商工等連携事業

                      2.JAPAN ブランド育成支援事業

                      3.現地進出支援強化事業

                      4.ビジネスマッチング支援事業  

  重点施策 4 防災・減災対策

       重点施策 自然災害によるサプライチェインへの影響(自動車・半導体ﾒｰｶｰ)
                        事前の防災・減災対策として有効な取り組みの検討

            災害からの復旧、復興、強靭化

施策 4-1 中小企業強靭化法案のﾎﾟｲﾝﾄ
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施策 4-2 中小企業防災・減災投資促進税制

施策 4-3 普及啓発及び人材育成等

  重点施策 5 消費税増税、軽減税率制度適用への対策

       施策 5-1 消費税軽減税率対策費補助金

           中小の小売事業者等に対するレジの導入・システム改修等支援

施策 5-2 転嫁対策の状況と今後の対応

    転嫁対策に係る体制の整備、監視・取締り状況

    広報対応

施策 5-3「経営の下支え、事業環境の整備」(働き方改革)
（参考）「働き方改革関連法」のポイント

   以上の講演資料の詳細は、講演者のご厚意により、国民工業振興会の HP に記載さ

れていますので、ご活用ください。

講演後、会場からの質問に丁寧にお答えいただいた。質問内容は、次の通りである。

1)本年 10 月から消費税の軽減税率が実施されるが、会社側としてどのように対応すれば

良いか？

回答 コンビニを例に、8%、10%消費税の使い分けを解説された。軽減税率の対象品

目には、飲食料品等があるが、企業としては、売り上げや仕入れを税率毎に区分して経理

する必要がある。

2)ものづくり補助金に応募する場合、会社の状況(経理状況他)により、制限があるか？

  回答 特に制限はないとの回答であった。

3)建築関係の会社で、インスペクションソフトを導入したいが、どの種類の補助金が良い

か？

  回答 IT 導入関連事業では、IT 導入補助金が有力である。

以上

         

                     


